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１．総合評価 

良い 
 
【評価コメント】  

Piggybac ベクターと Tet-On システムを利用して興奮性神経、抑制性神経を分化誘導
できる遺伝子導入株を作製した。分化誘導用遺伝子を抽出し、サブタイプ特異的なグルタ
ミン酸神経細胞や GABA 神経細胞、ドパミン神経細胞、運動神経細胞について、従来の論
文報告での数値を上回る誘導効率で、かつ従来よりも短期間の培養日数で実現できたこと
は評価できる。パイロット版の分化誘導プロトコールを基に他施設でも再現性良く分化で
きるようにした。5 件の特許出願がなされている点、分化誘導技術について複数の企業に
技術移転している点も評価できる。ドパミン作動性神経細胞の分化誘導効率が当初の目標
に達しなかった点は今後に期待する。 従来法との比較においては主に当該研究室のニュ
ーロスフェア法に対する優位性を検証しているが、内外の最も進んだ分化誘導系に対して
優位性があるのかどうか不明である。 

 


